
「京のネオおせち」
～学生の学びとビジネスの両立～









参加学生募集の掲示、授業としての組込み

第1回参加 26名

第2回参加 23名

第3回参加 8名



・おせちの歴史
・おせちの意味
・食材のいわれ
・「京菜味のむら」のおせち
・マーケットについて
・継承への不安
・喫食率の低い

Z世代へのアプローチ
・メーカーとしてのおせち開発作業























弱点（苦手）の洗い出し
⇓
試作
⇓
検証









企業にとって
・Z世代に伝える工夫を学び、感性や考えを聞く機会を得られた。
・スピード感とレスポンスに感動を覚えた。
・大学とのつながりに可能性を感じた。

学生にとって
・考えることが多く難しかったけれども、かたちになった時に
達成感を感じた。

・企業の方に評価をしてもらえることが嬉しかった。
・食文化について改めて考えるきっかけになった。







３の重は
お重ごとレンチン

2の重は
全てネオ食材

１の重は
全て伝統食材







https://pull-
net.jp/html/works_nomurafoods/250919_osechi/neo_osechi.html

https://www.furusato-tax.jp/product/detail/26000/6751241



京のネオおせち

日本固有の
伝統文化継承 家族団欒30年後のスタンダード

食育

世界平和

学びの場

企業×学校

実売の喜び

職業体験

永続的な発展

京都産食材の採用

１次産業

オープンイノベーションラボ活用

SDGS

京都食ビジネス
プラットフォーム

２次産業

産官学

販路拡充仕入れ増

6次産業化

未利用食材

世界初の
冷凍おせちメーカー

親の威厳


